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Abstract
   Mokutaro Kinoshita (1885 ~ 1945) was a doctor, but, on the other hand, wrote many poems and 
novels, and also painted. He went to America and Europe for medical study and was given a great 
stimulation by foreign culture. I am engaged in consideration of the influence which these experiences 
in America and Europe had on his work.
ⅩⅡ．旅への誘い






















































 雲崗石仏寺とは，中国，山西省大同市の西約 20 キロメートルにある石窟寺院のことであ
る。杢太郎は 1920（大正 9）年，南満医学堂を辞めた年の 9 月に画家木村荘八とともに同寺
を訪れた。「考証的の仕事は後日の機会に譲って我々は（大同芸術を）最も幸福に，絵画的
に享楽したのです」（「雲崗日録」）と自ら語っているように，この大同石仏寺が与えてくれ
た感激は並たいていのものではなかった。それから数えて 2 年と 4 か月で，ヨーロッパの
杢太郎は自らの感受性の喪失をなげくようになった。
 ニースからエジプトのカイロに到着するまでの行程を簡単に示しておこう。主として『木
下杢太郎画集』第 2 巻紀行篇（用美社）に収録された新田義之氏の解説に従っている。1 月




















































 諏訪丸船上で描かれたオランダ少年の肖像画を含めてアメリカでは 8 枚，キューバでは 3





ルターニュ旅行で生まれた 5 枚，ストラスブールで描かれた 1 枚である。



























 エジプトで書かれた手紙はわずか 2 通である。筆まめな杢太郎にしては非常に数が少な
い。やはりエジプトでは絵筆より文筆のほうが振るわなかったのであろう。日記にもほと


















ほど引用した「テエベス・百門の都」の部分が書かれたのは 1 月 31 日であり，この手紙は


















































てギリシア行きは見合わせざるをえなかった。2 月 3 日，一行はカイロを経てアレキサンド
リアに行き，翌 2 月 4 日に船でナポリに向かった。
ⅩⅣ．イタリア――義務の旅
 アレキサンドリアからナポリに到着したのは，おそらく 2 月 4 日であろう。『日記』には
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古代ローマ時代の史蹟が多い。『日記』にあらわれる次の記述は，2 月 12 日であり，午前 6





たるかが記されているだけで，3 月 29 日シエナ到着の日に書かれた長めの文章を除けばイ
タリア旅行の感想などはほとんど何も記述がない。「イタリア」と題された『日記』は，エ




てみよう。2 月 12 日，ナポリでは「午后に musée にゆく」とある。たぶん考古学博物館の
ことだろうと思われる。2 月 14 日にナポリを離れて，ポンペイを訪れている。この日はど
こで泊まったかはわからないが，翌 15 日はソレント，16 日はアマルフィを訪れ，17 日も
同地に滞在している。このアマルフィ訪問によって，イタリア旅行で生まれた唯一の紀行
文「アマルフイ」が書かれることになる。
 この「アマルフイ」によると，2 月 16 日に「今朝一行と別れ，9 時出帆のカプリ行きの
汽船に乗り，ソレントオで降り，それから馬車を傭うて再び此アマルフイに来り，ホテル・
ルナに投宿した」。これによると，この日に一行と別れて，イタリアの一人旅を始めたこと
になる。翌 17 日もアマルフィに滞在，下痢をしたとの記述がある。18 日から 22 日までソ
レントに滞在する。紀行文「アマルフイ」の一部と，先述した「埃及旅行の後に」はソレ
ントのホテルで書かれたものである。
 2 月 22 日にソレントを出て，ナポリに戻っている。翌 23 日にナポリを出発して，ローマ
に到着している。ローマには 2 月 23 日から 3 月 2 日まで滞在したことは間違いないが，
ローマの最終日は確定できない。記述はいきなり 3 月 29 日に飛ぶ。この日にシエナに到着
し，翌日夜にピサに行く予定だったが，実際にピサを訪れたのは 31 日であった。またこの
29 日の日記には，「フロレンスにて風邪」とあるので，3 月 3 日以降，29 日までの間にフィ
レンツェを訪れたと思われる。3 月 30 日はシエナ，31 日はピザで，ドゥオーモなどを見学
している。
 4 月 1 日は「フィレンツェ？」との記述がある。翌 2 日の午後 2 時にフィレンツェを出て，
6 時にボローニャに到着。3 日にボローニャを出発，夜パドヴァに着く。4 日にパドヴァを




ミラノに着いたと思われる。9 日と 11 日には「ミラノ？」というあいまいな記述があるが，
10 日には，はっきりと「ミラノ滞在」と書かれている。
 ここから記述は 4 月 16 日に飛び，14 日にミラノからリヨンに帰着していることがわかる。







行中に書かれた手紙は 2 月 21 日付の妻正子宛，4 月 7 日付のヌエット宛（フランス文，た


















































































































 杢太郎がイタリアを旅行したのは 37 歳のときだったから，和辻の歳とほとんど同じと
いってよい。また，旅行の期間は杢太郎が 70 日（2 ヵ月と 10 日），和辻が 3 ケ月余である






























がうまくできずにいた。それは，1922（大正 11）年 1 月下旬にパリで研究生活を開始した頃
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 杢太郎が欧米留学中に書き上げた詩は，キューバで書かれた 6 篇とイタリアはソレント





























































































































































































































































































































































































































だった。杢太郎は常長を主人公とする戯曲を，1928（昭和 3）年 4 月に雑誌『女性』に発表
した。タイトルを「常長」という。この「七つ森」を書いたときには，いつか常長の戯曲
を創作しようと思っていた。だから，「大馬鹿者」というのは，杢太郎の自嘲である。




















































容を含んだものも少なくない。      　　 （続く）
注
 木下杢太郎からの引用は『木下杢太郎全集』全 25 巻（岩波書店）および『木下杢太郎日記』全 5 巻
（岩波書店）に拠った。引用にあたっては新字旧かなづかいとした。
 （本論文は愛知大学研究助成 C–52 を受けている。）
